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● 現在の研究について 

現在わたしたちが日常生活で目にする生き物

は、ほとんどが多細胞、つまり非常にたくさんの

細胞から成り立っています。しかし地球上の大部

分の生命体は、実は単細胞の生き物で、多細胞生

物はむしろ少数派です。多細胞生物の代表格であ

るヒトなどの動物は、数億年前に単細胞の生き物

から進化して、多数の細胞からなるからだを手に

入れたと考えられています。 

多細胞といっても、単に細胞同士が寄り集まる

だけでは成り立ちません。細胞同士の連絡や制御

などのメカニズムが重要です。こうしたメカニズ

ムが多細胞システムにとってどれだけ重要かは、

これらが壊れることが癌の主原因であることか

らもわかります。 

動物が多細胞性を獲得した数億年前、多細胞シ

ステムを作り維持するためのこうしたメカニズ

ムもまた進化したと考えられます。そこには、そ

うしたシステムを作るためのゲノム（細胞の遺伝

情報）の変化が伴ったはずです。なぜなら、生物

を作り出すための情報は全てゲノムに書かれて

いるからです。 

ゲノムの情報量は膨大です。私たちの研究室で

は、コンピュータの力を借りてこのゲノムの情報

とその進化を調べ、動物がその多細胞性を進化さ

せるにあたって、どのようなイノベーション（革

新）を達成したのかを研究しています。既にこの

革新に関与した遺伝子の目星はついており、現在

はそれらの機能を実験で確認する作業に移って

います。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

現時点では夢のような目標ですが「実験室で単

細胞生物を多細胞に進化させる」ことです。 

 

● これまでの連携実績 
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